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論 文 内 容 の 要 旨

木論文は国士の圧倒的部分を占める低密度地域の生活空間がい かに構成されるべきかを, 実地調査, 疏

計資料等を使用して考察した, 地域計画的研究である｡ 研究は広い範囲について総合的な検討が行なわれ

ている｡ 論文は序説につづいて過去から引きつがれた現状の構造分析を行なった第一部, おもに変化しつ

つある現状を分析した第二部, 将来のあり方に言及した第三部, および結論からなっている｡

序説は ｢研究の日的 ･意義｣ ｢論文の構成｣ ｢用語｣ ｢同分野における研究の位置づけ｣ を 述 べ て い

る｡ 研究の目的としては 『いわゆる農業的地域における豊かにして快適な生活空間の新しい型を導きだす

ための基礎的な考察を行なうこと, ならびに従来の伝統的な生活空間をそこにいかに転換してゆくことが

できるかの手法の理論を検討することと』の二つをあげ, 農村と都市の本質的な差の解消が, ｢文明史的課

題｣ であったこと, そしてそれが我が国においても, 過疎と過密という歪みに端的に示されるような,｢さ
しせまった課題｣ となっていること, 本研究はこのような課題にかかわりあるものとして意義 づ けて い

る｡ 第一部は現状分析である｡ ここで ｢一現状｣といっているところのものは, 正確には,r過去から｣ 受け

ついだ歴史的現状である｡ 従って第- 部の分析は農業地域の空間を ｢過去- つなぎとめよう｣ とする要因

とそれを支える諸条件を明らかにすることが主な課題となっている｡ 節--i EIj部落制農業集落の形成と発展

についての史的分析では, 我が国の農業的地域の特性ともいうべき部落制農業集落の空間的特性を過剰人

口をかかえて次第に非効率的な, それなりに不合理な空間構造- と変質してゆく過程を歴史学の成果によ

りながら考究して新しい解釈を提出し, 部落制集落を成立させる前提的要因として過剰労働体系, 自然従

属体系の二つを示 している｡ そして今日の農村生活空間のかってない変化は根本的には実はこの二つの前

提要因の変化- 崩壊の過程- と見られねばならないことを明らかにしている｡ 第二章は農業的地域を ｢住

む｣ という側面から分析した生活空間の地域構成実態に関する調査研究である｡ はじめにその状況をとら

える集落密度や空間構成の様々なパタ- ンが示され, 次にその ｢居住性｣ が吟味されている｡ 分析は ｢都

市と農村｣ の生活関係施設の比較を行なっているが, 医療 ･学校の較差がとくに目立つことが指摘されて
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いる｡ また交通利便度等についての実態分析を行なっているが, その結果農業地域内部においてもかなり

大きな地域較差が存在していることをあきらかにしている｡ 低密度地域での居住性水準に大きなかかわり

をもつのは都市と農村との結びつきかたであるが, この問題については三つの大きな実態調査を実施して

いる｡ 調査の方法, むすびつきの測定については, 関連度 ･関連度数といった手法を案出しながら作業を

すすめ, 都市と農村の関連度を岡山, 宮崎, 鹿児島について実態調査から算出している｡ この関連度は地

方都市の性格をよく反映していることが証明されている｡ 第三章は, 農業的地域の生活空間の最も主要な

構成単位である ｢むら｣ を取出し, その空間構造を明らかにする試みを行なっている｡ はじめに類型的な

分類を示し, その類型別に土地利用 ･集落規模 ･集落機能 ･生活施設の保有 (居住性) を実態調査資料を

利用してあきらかにしている｡ 土地利用については, 集落の ｢見かけ｣ の広さと ｢実の｣ 広さを算出し,

実の広さによる土地利用比率をはじめてあきらかにしている｡ また集落の規模についてはその零細性を数

量的にあきらかにすると同時に, それを農家率, 更には集落機能との関係で吟味し, 第一章の結論と接続

させている｡ なお集落機能については今日では生産機能よりも生活機能が重視されねばならないことを論

証している｡ 集落の生活施設については, 施設率 ･施設評点という指標をつかってその実状分析を行なっ

ているが, 低い施設率ながら設置に一定のルールがあることを発見し, 施設選択性向のパターンをあきら

かにしている｡ 第四茸は補章としてやや異なった角度から問題を吟味している｡ それは, 農業地域の生活

空間問題を ｢生活改善活動の展開｣ というから分析したものである｡ 戦前における生活改善活動が軍国日

本をささえる壮丁を確保するための医療一特に結核,流産,死産防止- と精神教育にいちじるしく傾斜して

いたことをあきらかにし, 戦後においてはそれが四期にわけられることを示 し, 第二期 (昭26- 33年) で

は改善の流行が ｢みえのための改善｣ の問題があったこと, 第三期では生活改善が三ちゃん農業一荒廃化

- の問題を回避したところで倭小化されているのでないかといった問題を提出している｡ 第二部では今日

農業的地域に生 じている変化を検討しながら, その空間的意義を明らかにすることが中心課題になってい

る｡ それは農業的地域の計画のための新 しい条件をさぐること, そしてそこから新しいパターンを提出す

る準備をととのえること, また変容そのもの, メカニズムを追求すること, これらによって新しいパター

ンにいかに転換してゆくことができるかどうかという, 第二の研究目的にかかわる論述が展開 され て い

る｡ 第二部は序説と四つの葦からなっている｡ 序説は変化の背景が二つの段階に分けられることをあきら

かにし, 第一段階では家族制度の改革, 新しい教育, 小作制の改革を, 第二段階では格差, 高度成長, 坐

活構造の変化を重要な背景として挙げている｡ 第一茸では営農面の変化を取り上げ, それが空間変化にど

のように関連してくるかを吟味している｡ 営農面を変化としては特に ｢兼農化｣ ･ ｢労働力の流出｣ ･ ｢営

農の近代化｣ などに代表される変化を中心に検討をすすめ, 空間の利用 ･空間の管理体制 ･集落機能など

の質の変容, 部落制集落の最大の支柱である過剰労働力体系の崩壊による管理体制の崩壊, 生活利便施設

の閉鎖, 伝統社会からの断絶, ｢計算させる農業｣ による土地利用に対する経済的合理性の貫 徹, そ れ

が, 地力よりも交通の便といった集落の再編成を提出していることをあきらかにしている｡

第二章では生活面の変化およびそれが空間面にどのような形で影響をおよぼしているかを実証的にあき

らかにしている｡ 生活面を家計構造, 生活時間, 家族構成, 住生活, 社会生活, 生活意識, 生活要求とい

った側面で取りあげているが, その変化は細かいものにまで及ぶ｡ その中から主なものを示すと, 農家経
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営生活が自足的 ･共同体依存的な体質を清算しつつあることが, 部落の成立におよぼす影響, ｢家長制｣

の崩壊と農家のマイホーム主義が生活関係と生活空間を変化させるという問題, 社会生活の量的 ･質的拡

大と生活圏の広域化という問題, などである｡

第三草では, 国土の変容の中で農業的地域の位置づけが変わり, かってない新しい要求が農業的地域に

つきつけられているという問題をあきらかにしようと試みている｡ その主な事項は ｢都市化と農業地域｣

｢新しい土地利用要求- ビッグサイエンスおよび リクリエーションの土地需要一と農業地域｣ である｡

第四章は以上の実証的な分析を総括的, 理論的に整理し, 変化の法則性をあきらかにしている｡ 特にこ

の章の中心になっているのは, ｢空間変容の論理｣ の究明である｡ その視点は ｢生活と空間との矛盾を含

んだ対応状態｣ にむけられている｡ その矛盾の容相から結論的に次の四つの図式を取り出す｡ 脱皮型, 壁

間停滞型, 生活停滞型, 汎停滞型である｡ そしてこの基礎的考案を- ～三章および第一部第一章で得た認

識に適用展開し, 我が国の伝統的農村は図式Ⅰの変型である細胞分裂型をみなされる事を明らかにし, 細

胞分裂型を何故とることになるのか検討に入 り, その結果 ｢矛盾の吸収機構｣ の存在をあきらかにしてい

る｡ 更に今日進行しつつある事態について, その理論を適用した解釈を試み, 戦中戦後の ｢断熱膨張｣ 的

プロセスが今日では ｢清算のプロセス｣ を経過して ｢崩壊のプロセス｣ に移行しつつあるとみられるべき

こことを論述している｡ そしてこれらの理論に立って局面変換のメカニズムに言及している｡ 第三部は低

密度地域の生活空間構成について以上の分析的研究の上にたって若干の提案がなされている｡ 序説では農

業的地域における住問題の展開とその焦点を, 節- 章低密度地域, 生活空間論では我国の農業地域のあり

方, そしてそれぞれが低密度地域のあり方に通ずることから, その空間構成方式, および土地利用計画を

論述している｡ まずはじめに低密度の特質分析が行なわれている｡ ここでは各種可住地密度が算出され,

低密度がメガロポリタンレジオンに代表される高密地域に対して人口密度では% ～h:0, その他についても

340の密度であることを, 明らかにしている. またそれを地域, 地帯構造別に考察し, 密度や農業の存在状

況の違い, および夫々の特性を明らかにしている｡ 次に低密度を人口生活における営みの中にすえ, それ

を必要条件とする生活の営みの検討, 高密度の補完としての低密度, 低密度のメリットという三つの点に

ついて検討を加えている｡ この分析を基礎として, 国土の利用方式, 営農方式の見透し, 農家戸数とこれ

からの営農類型が吟味され, それが生活空間の構成としてどのようなパターンを取りうるかを考察し, 吹

にそのような定住方式をとりながら, 生活サービスはどのように構成されるかを検討している｡ 広域的な

サービス構成と局地的なサービス構成がありうることを, そしてその組合わせから, コミュニティ一区 ･

基本サービス区などが提案されている｡ 以上の総括として, 低密度地域での, そのメリットを保全するた

めの土地利用計画について言及が行なわれている｡ そして望ましい利用分類表やそのための調査方式が提

案されている｡ 第二章は, 筆者の居住地域である鹿児島についてこれまで実施した地域計画的研究調査の

事例で, 地方における都市化の展望, 都市の配置整備の基本方向, 地域別計画, 農山村生活環境施設整備

計画などを述べている｡ 終章は全体の総括として農業的地域の生活空間をいかにして構成するかという課

題に答えようとし,｢未来｣ および ｢現在から未来へ｣ についてのべている｡ 最後に付章として観光と農業

をあわせもっている地域の問題点を西桜島村の事例研究として述べている｡ 高密社会として知られる我国

では異種の土地利用の混在と重なりはさけられず, それぞれが秩序をもって展開しうる地域計画的規制が
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必要となる｡ ここでは西桜島でのそのような条件を, 将来予測, 所要空間容量, 空間構成についてかなり

詳細に論述している. 空間構成では互いに侵し合わぬようにしながら, しかも施設利用のエネルギー等は

重ね合わせることによって住民の日常生活にプラスにはねかえるようなスペースの設置を提案している.

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

近年都市の急激な進行によって過密 ･過疎といった現象が注目されてきているように, 全国土の綜合的

な開発がいかなる展望をもつべきかほ重大な問題となってきている｡ 本論文は国土の圧倒的部分をしめる

農村地域の生活空間の計画に関する研究で, その構造分析 (節- 部), 法則的な検討 (第二部) から将来

の計画 (第≡部) に及ぶもので本分野での先駆的な意義をもつ総括的な論文である｡

農村居住地についての構造分析をおこなった第- 部では次の諸点について, 新たな知見を加えている.

1. 現状における, 農業的地域の居住地の支配的な形態である部落制集落の空間的特性を小農制が成立し

た時点にまでさかのぼり, そこにプロトタイプをおき, それがいかに歴史的に展開されてきたかという追

求によってあきらかにしている｡ そのような考察で部落制集落の現空間形態を成立させている二つの前提

的要因として(A)労働力過剰の体制,(B) 自然従属の体制(または社会資本の投下が極度に欠除した体制)

を導いているが, その知見はきわめて説得力の高いものとなっている｡ なおこの知見によって現在の空間

変化の動向を構造的に理解することをたすげているO (罪- 茸)

2. 農業的地域の居住地の居住地計画上の現実的課題の一つはその空間の居住性水準が低いことにあるの

であるが, 第二葦ではその地域空間構成の実証的研究を行なっている｡ その中で比較居住性について広範

囲の検討結果を示 したこと, とくに交通の利便度等について実証的に言及したことは関係資料に厚みを加

えることになっている｡

3, 居住性を支える実体は広義の空間構成そのものである｡ 論文はそれについて ｢集落の分布｣ ｢土地利

用｣ ｢利便施設の分布｣ ｢都市と集落との姑びつき｣ 等の現況について岡山県, 宮崎県, 腫児島児の全域

について調査を実施し, オ リジナルな資料を収集しながらその実態を明確にしている｡ とくに都市と集落

の結びつきについては ｢関連度｣ という計数的な指標を導入し, 計画情報の処理を客硯化させている｡ ま

たこの結果の一つとして提唱された都市人口と勢力圏の関係式は広域計画の基礎質料として行政等に反映

されうるものである｡

4. 農業集落は農業的地域の居住の基礎単位であった｡ その意味で集落の ｢可能性｣ と ｢限界性｣ の詳細

な検討が重要なのであるが, 論文は集落の類型, 集落の規模, その実の土地利用, 集落の社会的機能, 隻

落の利便施設等について詳述している｡ いずれもこれまで必ずしも詳細な実証的検討が充分で な か った

事柄であるので, 新 しい質料の提供を含むいくつかの知見をつけ加えている｡ とくに実の土地利用では従

来いわれてきた集落の類型- 乎地帯, 農村地帯, 山村地帯- による差異を明確にし, 山村における土

地利用の選択の幅が狭いこと, そして平地になるほどその選択の幅がひろがることをあきらか に して い

る｡ また集落の機能ではかって社会学が定説とした ｢集落は生産共同体が主要な集団契機である｣ という

説がなお通用したと考えられている昭和30年の資料においてすでに生活共同体機能が主要なものとなって

いたとみるべきことを, センサス質料等から明らかにしている｡ また集落の利便施設では集落規模と施設
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の数および組合わせから, 規模別施設選択性向というべき傾向性をあきらかしている｡ これらはいずれも

新 しい知見である｡

第二部の論文のなかでは次の諸点について新たな知見を加えている0

1. 農業生産の生産関係, 生産技術体系の変化が当然生活空間面にも様々なはねかえりを与えることは充

分推察できるのであるが, 論文はその間題を兼業化の進展, 人口の流出, 農業の近代化の進展などの広い

範囲にわたって考察し, 第一部で指摘した部落制集落を成立させている二本の柱が崩壊する可能性のある

こと, 労働力を計算していなかった空間が経済的合理性の貫徹する空間となり, 省力化の中軸として機械

化ヒューマンスケールの空間を改変し, 農薬の使用増大等に表象される技術の高度化が, 人々と農業との

共棲を拒否するに至ること, そうした要因が強く主導 しはじめていることを指摘している｡ それが空間の

論理として展開されているところにオ リジナルな説得力を認めることができる｡

2. 生活の変化が生活空間におよぼす変化について論文は四つの側面- 生活時間, 家族構成, 社 会 生

宿, 生活意識- から究明しているが, 社会生活の生活圏域を分析 してそこから農業的地域の交通需要に

言及した部分, 生活意識が農業観と密接に重なりあっていることを究明した部分は掛 こ新しい知見として

評価することができる｡

3. 国土の変化の中で農業的地域は様々なインパクトを受けているのであるが, それについて論文は, 直

接的な影響と間接的な影響にわけ, 都市■化, レクリエ- ション利用, 巨大開発事業による利用をとくにと

りあげ, またメガロポ リスゾ- ンの農業の評価等にも言及している｡

4. 以上の考察の総括として論文は ｢変客論｣ と題する一章を設け, 空間の変化の論理とでも言うべきも

のを ｢生活活動｣ と ｢空間｣の矛盾としてとらえ, その矛盾がある場合には生活を歪め, ある場合には空

間構成を変化せしめていることを指摘し, それを基本的な四つの図式ととその変形としての三つの段階と

して取りまとめている｡ この変化論は空間の論理についてユニークな知見として高 く評価することができ

る｡

第三部は主に低密度地域の提案と計画の事例からなっている｡ 狭義の学術の枠を若干越えているが,. そ

の中でとくに評価すべき諸点は,

1. 国土の高度利用が近年非常に議論されているが, 低密度地域- 農業地域の側から見たもの は少 な

い｡ 論文は低密度のメリットを検討し, 営農の見透しを仮定しながら一つのモデルを提出している｡ その

中で営農方式と属任地形態とのかかわりを追求した点はユニークな議論として注目される｡ とくに営農型

を個別型と集合型として空間構成上の特質によってとらえた点は新しい扱い方である｡

2. 行政サービスの広域化が, いわゆる過疎現象とともに提唱されているが, 論文はそれに対して代替可

能なサービスと非代替的サービスが存在すること, 地域計画は後者をどのように保証するかが重要である

あることを指摘し, 基本居住区別, サービス区制といったシステムを提案しているのも注目す べ きで あ

る｡

3. 低密度地域計画のための土地利用調査もまた注目すべきであり, 保全と開発の問題が特に強く配慮さ

れている｡

4. 第二章の鹿児島地方についての提案はその一一一部が県の行政の基本計画として実際上の効用 を見 て い
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る｡

以上のほかに柿葺においては,

1. 農業, 農村生活の技術改良のために戦後自治体に新設された技術改良普及課などの生活改良活動につ

いては, 健康, 安全という目標課題から次第に効率中心に課題を移してきたこと, それによって老人問題

など効率行政からはみでた問題が重要視されねばならなくなってきたことを指摘している｡ また人口流出

になやむ農村で, 生活サービス施設等を一定の水準に確保することは非常に困難な現実的課題となってい

るのであるが, これについて論文は ｢生活人口の重ね合わせ｣ を主張し, その参考事例として西桜島につ

いて ｢観光と農業の重ね合わせ｣ を詳細に分析したレポートを寄せている･ことは注目される｡

論文は以上の如く低密度 ･農業地域に関する地域計画に関して述べた数多くの新しい知見を含む膨大な

畠に達する労作であり, えられた成果は地域計画に関して学術上, 実際上寄与するところがきわめて大き

い｡ よってこの論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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